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V34b VERA石垣島局の立ち上げ状況
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VERA石垣島局の立ち上げ状況について、単一電波望遠鏡としての性能評価を中心に報告する。

VERAの第４局目にあたる石垣島局は、先行して建設された３局（水沢、入来、小笠原）に１年遅れて建設
が開始され、2002年 3月末にアンテナが完成した。その後 2002年 4月からは受信機やデジタルバックエンドな
どの各種装置がインストールされ、同年 7月からは単一電波望遠鏡としての性能評価が本格的に開始された。ま
ず最初に行われた単一鏡としてのポィンテング機差測定により、各軸の機差パラメーターが求められ、機差補正
後のポィンティング残差はRMS値で 10分の 1ビーム程度まで減少することが示された。また、木星など輝度温
度が既知の惑星を用いた能率測定も行われ、22G帯および 43G帯ともに 50％程度の開口能率を得ることができ
た。この値は、メーカーのアンテナ設計値とよく合致している。さらに、VERAの最大の特徴である２ビーム観
測モードにおける開口能率の２ビーム離角依存性や、能率の仰角依存性などの計測も行われている。本発表では、
上記の性能評価に加えて、2002年 7月以降モニターされている大気吸収率等の気象状況も併せ、石垣島局の観測
性能について総合的に報告する。


